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【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  17/55     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/56     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   17/55     　　　　
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｅ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｓ
   Ｇ０３Ｂ   15/00     　　　Ｐ
   Ｇ０３Ｂ   17/00     　　　Ｂ
   Ｇ０３Ｂ   17/56     　　　Ｈ
   Ｇ０３Ｂ   17/56     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成29年10月18日(2017.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学系および撮像素子を含むレンズユニットと、電気基板と、筐体内を暖めるヒーター
を備えた撮像装置であって、前記電気基板を支持する基板支持部と、前記ヒーターを支持
するヒーターユニットは熱伝達可能に接続され、前記ヒーターは、前記ヒーターユニット
および前記基板支持部を介して前記電気基板に熱を伝達することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記レンズユニットをチルト方向に回転可能に支持するとともに、パン方向に回転可能
な回転支持部と、前記レンズユニットをチルト方向に回転させるチルトモーターと、前記
回転支持部をパン方向に回転させるパンモーターと、を有し、前記チルトモーターおよび
前記パンモーターは前記回転支持部に支持され、前記回転支持部は前記ヒーターユニット
と熱伝達可能に接続されていることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記レンズユニットは、全体を覆うレンズフレームに支持され、前記レンズフレームは
、前記回転支持部にチルト方向に回転可能に支持されるとともに、熱伝達可能に接続され
ていることを特徴とする請求項２記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記ヒーターユニットはダクトを有し、前記ダクト内を風が通過するように配置された
ファンを備え、前記筐体内が高温時は、前記ヒーターをオフすることで、前記ヒーターユ
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ニットを放熱フィンとして作用させることを特徴とした請求項１から３のいずれか１項に
記載の撮像装置。
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